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困
っ
た
と
き
は

す
ぐ
相
談
を
。

４
名
の
区
議
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

毎
月
な
ん
で
も
相
談
会

（
無
料
）
開
い
て
い
ま
す 熊田　ちづ子

☎（3583）1402
風見　利男

☎（3400）5015
沖島　えみ子
☎（3443）4517

大滝　実
☎（3457）1525

（2012年港区議会第1回定例会レポート）

区民要望が区政を変え、放射能対策が前進区民要望が区政を変え、放射能対策が前進
給食・牛乳・水道水の検出限界値を引き下げる

区
民
の
声
に
放
射
能
対
策
が
前
進

　

２
０
１
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
均
等
割
が

３
９
、
９
０
０
円
か
ら
４
０
、
２
０
０
円
に
、
所
得
割

が
８
・
０
９
％
か
ら
８
・
５
１
％
に
引
上
げ
ら
れ
、
す

べ
て
の
国
保
加
入
者
が
負
担
増
に
な
り
ま
す
。
長
引
く

不
況
で
仕
事
は
な
く
、
若
者
の
多
く
は
ア
ル
バ
イ
ト
や

派
遣
労
働
者
、
商
店
も
売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
な
ど
、

悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
11
年
連
続
の
保

険
料
引
き
上
げ
で
す
。
今
で
も
３
０
・
８
７
％
の
世
帯

が
滞
納
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
保
険
料
が
上
が
れ
ば
ま

す
ま
す
払
え
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
国
の
負

担
を
減
ら
し
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
す
。
10
年
間
で

９
・
１
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
料
軽
減
の

た
め
に
国
庫
負
担
を
増
や
す
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

中
学
校
の
柔
道
は

安
全
を
最
優
先
に

区長の姿勢・議会での答弁

　

保
育
園
や
学
校
の
保
護
者
か
ら
、
給

食
の
検
出
限
界
値
を
下
げ
る
こ
と
や
、

除
染
基
準
の
引
き
下
げ
な
ど
７
項
目
の

取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
「
放
射
能
・

放
射
線
か
ら
子
ど
も
と
命
と
健
康
を
守

る
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
の
実
施
に
つ
い

て
の
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
で
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
請
願
の
紹
介
議
員

は
共
産
党
全
員
（
４
名
）
と
他
は
各
会
派

１
名
の
９
名
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
請
願
審
議
の
中
で
、
党
議
員
の
発

言
な
ど
を
通
じ
て
、
請
願
の
内
容
が
多

く
の
区
民
の
声
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
理

に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
区
民
の
強
い
要
求
が
全

て
の
会
派
を
動
か
し
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
採
択
を
受
け
、
党
議
員
団
は
総

括
質
問
で
重
ね
て
「
給
食
の
放
射
能
検

査
の
検
出
限
界
値
の
引
き
下
げ
と
数
値

の
公
表
」
を
求
め
ま
し
た
。
本
会
議
で
区

長
は
「
検
出
限
界
値
は
国
基
準
よ
り
低

い
の
で
適
切
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、

総
括
質
問
に
は
「
子
ど
も
の
健
康
を
心

配
す
る
保
護
者
の
声
や
社
会
動
向
を
踏

ま
え
て
適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

区
は
「
未
だ
な
お
、
区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
子
ど
も
の
健
康
を
心
配
す
る
声
な
ど

が
区
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
不

安
解
消
を
目
的
に
対
応
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

「国に原発撤退の要請は考えていない」
「消費税の引上げに反対を表明することは考えてい
ない」
保育園の待機児童解消を方針にするも、保育園に入
れない子が1,138名
特養ホームの今後の建設計画は無し
8年間の任期中に森ビルなどへの再開発補助金124
億円支出

区政の転換をめざします区政の転換をめざします
①原発依存をやめ自然エネルギーへの転換を
区が原発ゼロ社会へ向け先頭に

②消費税の大増税に反対し、国に増税中止を求める
大増税は、暮らしも、経済も、財政もダメにします

③3つのゼロの実現へ本格的努力を
保育園の待機児童ゼロ、特養ホームの待機者ゼロ、75歳
以上の医療費ゼロ

④大規模開発にハドメを
森ビルなどへの再開発補助金の中止、高さ制限の設定が
必要です

○
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
公
園
等

で
対
象
施
設
を
拡
大
し
て
放
射
線
量

を
測
定
す
る
。

○
給
食
・
牛
乳
の
放
射
能
測
定
は
検
出

限
界
値
を
下
げ
た
上
で
行
い
公
表
す

る
。

○
区
有
施
設
や
道
路
、
公
園
な
ど
に
お

け
る
新
築
、
改
築
、
解
体
工
事
の
際
、

放
射
線
量
を
測
定
、公
表
す
る
。

○
水
道
水
の
放
射
能
測
定
を
検
査
限
界

値
を
引
き
下
げ
実
施
し
公
表
す
る
。

流
通
食
品
等
の
監
視
体
制
を
構
築
す

る
。

 

な
ど
、７
項
目
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
を
発
表
、
党
区
議
団
の
提
案
と
住
民

の
み
な
さ
ん
の
運
動
の
成
果
で
す
。

予算修正案
暮らし・福祉の充実のために

　４名の党区議団は、区長が提案した２０１２年度
修正案を提出しました。修正の主なものは次の通り
です。

＊在宅介護サービス利用料の利用者負担を
３％に

＊75歳以上の高齢者の医療費をゼロに
＊保育料の軽減（渋谷区で実施の内容とほぼ
同一）

　修正案の提出にあたり、すべての会派に共同提
案をお願いしましたが、残念ながら共同提案者は
ありませんでした。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
金
総
額  

２
６
０
万
円

支
援
物
資
提
供 

２
２
４
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

延
べ
63
名

　
　
　
　
〈
第
一
次
〜
第
八
次
ま
で
〉

なわとび、ぬり絵が大好評。その場で
「二重とびができるよ」などと元気にな
わとびも始まります。

救
援
物
資
と
支
援
募
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
期
に
大
門
の
修
繕
を

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択

国
保
料
値
上
げ
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

共
産
党
は
反
対

武
道
の
必
修
化

実
効
あ
る

孤
立
死
対
策
の
確
立
を

　

福
島
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
原

発
と
人
間
社
会
は
共
存
で
き
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。党
区
議

団
は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の

構
築
の
た
め
に
も
、経
費
の
節
減
の
た

め
に
も
区
有
施
設
の
電
力
を
、
東
電

か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｓ（
特
定
規
模
電
気
事
業

者
）に
切
り
換
え
る
よ
う
何
度
も
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
委
員
会
で
、
港
区
で
も
５
つ

の
小
中
学
校
で
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）と
契
約
し
、
経
費
の
削
減

効
果
も
あ
る
こ
と
を
示
し
、全
て
の
施

設
を
対
象
に
早
急
に
Ｐ
Ｐ
Ｓ
へ
の
切

り
替
え
を
求
め
ま
し
た
。
区
長
の
答

弁
は「
検
討
す
る
」と
消
極
的
で
す
。

PPS電力に切り替えを
原発に依存しない社会構築と経費削減のため

「
放
射
能
か
ら
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
れ
」

「
放
射
能
か
ら
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
れ
」

　

今
年
度
か
ら
中
学
校
で
は
武
道

が
必
修
化
と
な
り
ま
す
。
相
撲
、

柔
道
、
剣
道
か
ら
学
校
ご
と
に
選

択
し
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
か
ら

学
校
が
決
め
ま
す
が
、
昨
年
度
は

10
中
学
校
の
う
ち
７
校
が
柔
道
を

選
び
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
柔
道
に
よ
る
死
亡

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
柔
道
の
経
験
の
な

い
体
育
教
師
が
、
生
徒
を
教
え
る

に
は
ム
リ
が
あ
り
、
安
全
第
一
か
ら
、

専
門
家
の
協
力
を
得
る
よ
う
提
案

し
て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
も

党
区
議
団
の
提
案
を
受
止
め
、
昨

年
度
は
港
区
柔
道
会
の
協
力
で
外

部
指
導
員
を
招
い
て
柔
道
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

予
算
委
員
会
で
は
さ
ら
に
、

①
禁
止
す
る
技
や
守
る
べ
き
基
準

な
ど
を
決
め
る
。
②
外
部
指
導
員

と
交
流
や
意
見
を
だ
し
あ
い
、
指

導
の
手
引
き
を
つ
く
る
。
③
柔
道

着
購
入
費
用
は
、
国
に
予
算
要
求

す
る
こ
と
。
教
育
委
員
会
で
備
品

と
し
て
揃
え
る
か
、
購
入
費
を
助

成
す
る
こ
と
。
な
ど
提
案
し
ま
し

た
。
区
長
は
「
柔
道
着
購
入
費
用

に
つ
い
て
、
国
に
は
要
求
し
な
い
」

「
各
自
負
担
で
用
意
を
」
と
保
護

者
へ
の
助
成
は
拒
否
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
や
港
区
の
関
係
部
署
で
の
調
整
を
行
い
、
地

元
の
意
向
も
踏
ま
え
て
保
存
、
修
復
に
当
た
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た

　

１
月
に
札
幌
市
で
姉
妹
の
孤
立

死
が
あ
り
、
２
月
に
は
さ
い
た
ま
市

で
の
親
子
３
人
の
餓
死
、
立
川
市
の

母
子
死
亡
、
そ
の
後
も
次
々
と
痛

ま
し
い
孤
立
死
の
報
道
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
生
活
困
窮
者

が
電
気
や
ガ
ス
料
金
の
滞
納
に
よ

り
供
給
を
停
止
さ
れ
、
熱
中
症
や

凍
死
、
餓
死
な
ど
で
発
見
さ
れ
る

た
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
行

政
の
連
携
を
強
化
す
る
国
の
通
達

が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
効
果
を

上
げ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
区

内
で
も
こ
の
３
年
間
で
死
亡
当
日

発
見
も
含
め
54
件
の
孤
立
死
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
実
効
あ
る
対
策

を
立
て
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

区
は
「
一
層
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各

社
と
の
連
携
強
化
」
「
民
生
委
員

や
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
等
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
安
否
、
健
康

状
態
の
確
認
を
行
い
支
援
す
る
」

と
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
の
対

応
に
留
ま
り
ま
し
た
。

原発・消費税 区長の姿勢が問われます



　

1
9
9
7
年
に
消
費
税
が
５
％

に
増
税
さ
れ
た
時
、
上
向
き
始
め

て
い
た
景
気
が
後
退
し
、
税
収
も

1
9
9
６
年
の
90
兆
円
か
ら
76
兆

円
（
２
０
１
０
年
度
）
に
落
ち
込

み
ま
し
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

は
、「
消
費
が
冷
え
込
み
、雇
用
の

７
割
を
担
う
中
小
企
業
に
大
き
な

負
担
が
の
し
か
か
り
、
景
気
回
復

の
動
き
を
止
め
る
」
と
、
中
小
企

業
団
体
は
、
増
税
さ
れ
れ
ば
景
気

の
悪
化
を
招
く
と
言
っ
て
い
ま

　高齢者の生きがい事業でもある「シルバー人材センター」
には、多くの区民が登録し、様々な仕事をしています。
　区議会だよりや区の広報を駅などに置かせてもらってい
ます。そこに届けたり、期限の過ぎたものを回収する仕事も
「シルバー人材センター」にお願いしています。
　みんなの党は、「仕事がないのは高齢者だけではない。…
若い人の方が仕事中のリスクはないのでは」と、「シルバー
の人に届けてもらうのは危険」とでも言うのでしょうか。シ
ルバ－人材センタ－設置の目的や、果たしている役割など
まったく無視したヒドイ質問です。

障
が
い
児
対
応
の

保
育
士
加
配
が
実
現

障
が
い
児
対
応
の

保
育
士
加
配
が
実
現

お
母
さ
ん
の
声
が

き
っ
か
け
で
問
題
解
決
。

４
月
か
ら
実
施

　

党
区
議
団
と
台
場
住
民
の
運
動
に
よ
り
、
台
場
〜

品
川
駅
、
台
場
〜
田
町
駅
間
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
４

月
19
日
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
前
、『
ち
ぃ
ば
す
』
５
路
線
の
試
行
運
転
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い

た
台
場
地
域
に
は
運
行
の
計
画
さ
え
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
党
区
議
団
は
、
台
場
住
民
と
の
協
議
の
場
を

持
つ
よ
う
提
案
、
台
場
住
民
代
表
に
よ
る
「
台
場
の

地
域
交
通
を
考
え
る
会
」
で
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
住
民
代
表
も
参
加
す
る
「
台
場
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
営
協
議
会
」
で
の
具
体
化
が
す
す
み
、
運

行
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

４
月
19
日
か
ら
運
行

４
月
19
日
か
ら
運
行

台
場
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス　
（
台
場

⇔

田
町
、
台
場

⇔

品
川
）

365人１月末日
申込者 151人2011年度

1年間の入所者

こんな発言　
信じられますか？

シルバ－人材センタ－への
仕事の発注について

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に

明
確
な
計
画
を
示
せ

　

区
長
は
所
信
表
明
で
、就
任

以
来
様
々
な
手
法
に
よ
り
、
８

年
間
で
保
育
園
の
定
員
を

2
2
4
9
名
拡
大
し
た
と
述
べ

ま
し
た
。こ
の
中
に
は
共
産
党
の

提
案
で
実
現
し
た
緊
急
暫
定
保

育
施
設
の
整
備
に
よ
り

1
0
6
0
名
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、2
0
1
2
年

度
の
入
園
希
望
児
童
は
１
月
の

締
め
切
り
で
定
員
の
２
倍
以
上

と
な
り
、特
に
倍
率
が
高
い
の
は
、

２
歳
児
で
５・５
倍
、
１
歳
児
で

３・８
倍
と
な
り
ま
し
た
。子
育

て
世
代
に
と
っ
て
保
育
園
に
入

園
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、仕

特養ホ―ム建設は待ったなし

　１月末日に締め切られた特養ホー
ムの申込者は365人。私たちは一人
暮らし高齢者や、老々介護の深刻
な実態を示し建設をつよく迫りまし
た。
　１年間に入所できた人は昨年度
で151人です。
　党議員団は、区民の深刻な実態
を踏まえ、特養ホームの入所を希望

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

実
施
を
求
め
る

区民のいのちとくらし、守るために
く
ら
し
を
脅
か
す

消
費
税
増
税
に
反
対
を

　

公
立
の
保
育
園
や
児
童
館
な
ど
で
は
、
障
が
い

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
保
育

園
で
実
施
し
、
必
要
な
職
員
を
配
置
し
、
必
要
な

施
設
の
整
備
に
つ
と
め
る
」
と
要
綱
で
決
め
、
障

が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
保
育
や
放
課

後
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

入
園
申
し
込
み
を
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
、
「
暫

定
の
保
育
室
は
職
員
の
加
配
が
で
き
な
い
の
で
、

他
の
園
を
希
望
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
と
の

相
談
を
受
け
、
早
速
本
会
議
で
取
り
上
げ
ま
し

　

首
都
圏
直
下
の
地
震
を
調
べ
て
き
た
文
部
科
学

省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
東
京
湾
北
部
で
Ｍ

７
級
の
地
震
が
起
き
た
場
合
の
揺
れ
を
予
測
し
た
新

し
い
震
度
分
布
図
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

東
京
湾
沿
岸
と
神
奈
川
県
の
一
部
が
震
度
７
で
、

東
京
23
区
の
ほ
と
ん
ど
が
６
強
以
上
の
揺
れ
と
な
り

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
電
力
が
約
８
日
、
上
水
道
24
〜

27
日
、
下
水
道
19
〜
28
日
の
見
込
み
と
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
中
央
防
災
会
議
の
想
定
に
な
か
っ
た
も

の
で
、
防
災
対
策
の
強
化
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
所
の
学
校
に
夜
間
・
休
日
も
人
の
配
置
を
。

災
害
時
に
正
確
な
情
報
の
提
供
。
避
難
所
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
増
設
や
簡
易
ベ
ッ
ト
の
拡
充
。
津

波
避
難
ビ
ル
の
協
定
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
対

応
キ
ッ
ト
の
支
給
。
白
金
２
丁
目
の
旧
都
職
員
住
宅

跡
地
を
防
災
公
園
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
区
長
に

求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
防
災
ラ
ジ
オ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
区
有
施
設
の
新
築

や
改
築
に
合
わ
せ
て
増
設
す
る
。
津
波
避
難
ビ
ル
は

都
・
区
の
津
波
調
査
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

建
物
規
模
に
よ
る
選
別
な
ど

準
備
に
努
め
る
。
旧
都
職
員

住
宅
跡
地
は
「
都
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
」
と
住
民
の

安
全
を
求
め
る
要
望
に
消
極

的
な
答
弁
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
対
策
の

強
化
を
急
げ

た
。

　

区
長
は
、
「
暫
定
保
育
室
や
放
課
Ｇ
Ｏ
↓
ク
ラ

ブ
等
で
の
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

関
係
す
る
要
綱
を
４
月
か
ら
整
備
し
て
対
応
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
ど
の

子
も
安
心
し
て
、
す
べ

て
の
保
育
園
や
放
課
Ｇ

Ｏ
等
で
保
育
や
放
課
後

支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

す
。

　

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

こ
の
23
年
間
で
消
費
税
の
税
収
は

2
3
8
兆
円
、
同
じ
23
年
間
で
、

法
人
税
減
税
は
2
2
3
兆
円
。
結

局
、
消
費
税
は
社
会
保
障
の
た
め

で
な
く
、
大
企
業
の
減
税
分
の
穴

う
め
に
使
わ
れ
た
の
で
す
。

　

政
府
の「
消
費
税
増
税
」の
説

明
で
は
、消
費
税
を
５
％
あ
げ
る

と
13
・
5
兆
円
の
増
収
、
う
ち
社

会
保
障
の
充
実
に
当
て
る
の
は
、

2
・
7
兆
円
と
わ
ず
か
１
％
分
で

す
。

　

年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
、
支

給
年
齢
の
引
き
上
げ
、
医
療
費
の

負
担
増
、
介
護
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
料
の
引
き
上
げ
等
々
、
消

費
税
分
を
上
ま
わ
る
削
減
の
社
会

保
障
大
改
悪
で
す
。

　
「
区
民
の
命
と
、
く
ら
し
、
生

活
を
守
る
立
場
か
ら
、
消
費
税
の

10
％
引
き
上
げ
に
反
対
を
表
明
す

べ
き
」
と
の
質
問
に
対
し
、
区
長

は
「
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
ヒ
ド
イ
答
弁
で
し
た
。

している人たちが、何年待っても入
れないという状況をなくすために
も、建設計画を持つべきと、繰り返
し質問してきました。
　ところが「特養のベッド数整備率
が23区で一番」として、今後の建
設計画を立てようとしません。
　区民の実態を考えれば、特養
ホームの建設は急ぐべきです。

事
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
の

深
刻
な
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

区
長
の
公
約
で
も
あ
る「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」を
実
現
す
る
た
め

に
も
早
急
に
認
可
保
育
園
、緊

急
暫
定
保
育
室
を
増
や
す
べ
き

と
質
問
し
ま
し
た
。区
長
は
、今

後
の
定
員
拡
大
計
画
を
述
べ
た

も
の
の
、待
機
児
童
解
消
に
至
る

見
通
し
を
示
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
予
算
特
別
委
員
会
で
、

ど
う
解
消
す
る
の
か
明
確
な
計

画
を
示
す
よ
う
強
く
迫
り
ま
し

た
が
同
じ
答
弁
の
繰
り
返
し
で

区
民
の
悲
痛
な
叫
び
に
こ
た
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

地
元
業
者
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
発
注
し
た
住
民
に
、
費
用
の

一
定
割
合
を
助
成
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
助
成
を

受
け
た
住
民
が
喜
ぶ
だ
け
で
な

く
、
地
元
事
業
者
も
仕
事
が
入

っ
て
喜
び
地
域
活
性
化
に
な
り

ま
す
。
す
で
に
昨
年
８
月
末
現

在
で
４
県
と
3
9
6
市
区
町
村

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
の
中

小
事
業
者
か
ら
も
仕
事
が
な
く

制
度
の
実
施
を
求
め
る
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

実
施
を
迫
り
ま
し
た
が
、
区
長

は
「
災
害
、
高
齢
者
、
環
境
な
ど

の
住
宅
支
援
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
建
築

関
係
事
業
者
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
主
な
目
的
と
す
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
の
冷
た
い
答
弁
の
繰
り
返
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

田
町
ル
ー
ト
は
60

分
間
隔
、
品
川
ル
ー

ト
は
30
分
間
隔
（
朝

の
通
勤
・
通
学
時
間

帯
の
２
時
間
は
15
分

間
隔
）
で
運
行
、
料

金
は
大
人
２
０
０
円
、
子
供
１
０
０
円
で
す
。
ち
ぃ
ば

す
無
料
乗
車
券
で
乗
車
で
き
ま
す
。

　

運
行
実
現
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
ち
ぃ
ば
す

の
１
０
０
円
と
比
べ
２
０
０
円
の
運
賃
、
運
行
間
隔

等
改
善
が
必
要
で
す
。
今
後
も
要
求
し
て
い
き
ま

す
。



　

1
9
9
7
年
に
消
費
税
が
５
％

に
増
税
さ
れ
た
時
、
上
向
き
始
め

て
い
た
景
気
が
後
退
し
、
税
収
も

1
9
9
６
年
の
90
兆
円
か
ら
76
兆

円
（
２
０
１
０
年
度
）
に
落
ち
込

み
ま
し
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

は
、「
消
費
が
冷
え
込
み
、雇
用
の

７
割
を
担
う
中
小
企
業
に
大
き
な

負
担
が
の
し
か
か
り
、
景
気
回
復

の
動
き
を
止
め
る
」
と
、
中
小
企

業
団
体
は
、
増
税
さ
れ
れ
ば
景
気

の
悪
化
を
招
く
と
言
っ
て
い
ま

　高齢者の生きがい事業でもある「シルバー人材センター」
には、多くの区民が登録し、様々な仕事をしています。
　区議会だよりや区の広報を駅などに置かせてもらってい
ます。そこに届けたり、期限の過ぎたものを回収する仕事も
「シルバー人材センター」にお願いしています。
　みんなの党は、「仕事がないのは高齢者だけではない。…
若い人の方が仕事中のリスクはないのでは」と、「シルバー
の人に届けてもらうのは危険」とでも言うのでしょうか。シ
ルバ－人材センタ－設置の目的や、果たしている役割など
まったく無視したヒドイ質問です。

障
が
い
児
対
応
の

保
育
士
加
配
が
実
現

障
が
い
児
対
応
の

保
育
士
加
配
が
実
現

お
母
さ
ん
の
声
が

き
っ
か
け
で
問
題
解
決
。

４
月
か
ら
実
施

　

党
区
議
団
と
台
場
住
民
の
運
動
に
よ
り
、
台
場
〜

品
川
駅
、
台
場
〜
田
町
駅
間
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
４

月
19
日
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
前
、『
ち
ぃ
ば
す
』
５
路
線
の
試
行
運
転
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い

た
台
場
地
域
に
は
運
行
の
計
画
さ
え
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
党
区
議
団
は
、
台
場
住
民
と
の
協
議
の
場
を

持
つ
よ
う
提
案
、
台
場
住
民
代
表
に
よ
る
「
台
場
の

地
域
交
通
を
考
え
る
会
」
で
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
住
民
代
表
も
参
加
す
る
「
台
場
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
営
協
議
会
」
で
の
具
体
化
が
す
す
み
、
運

行
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

４
月
19
日
か
ら
運
行

４
月
19
日
か
ら
運
行

台
場
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス　
（
台
場

⇔

田
町
、
台
場

⇔

品
川
）

365人１月末日
申込者 151人2011年度

1年間の入所者

こんな発言　
信じられますか？

シルバ－人材センタ－への
仕事の発注について

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に

明
確
な
計
画
を
示
せ

　

区
長
は
所
信
表
明
で
、就
任

以
来
様
々
な
手
法
に
よ
り
、
８

年
間
で
保
育
園
の
定
員
を

2
2
4
9
名
拡
大
し
た
と
述
べ

ま
し
た
。こ
の
中
に
は
共
産
党
の

提
案
で
実
現
し
た
緊
急
暫
定
保

育
施
設
の
整
備
に
よ
り

1
0
6
0
名
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、2
0
1
2
年

度
の
入
園
希
望
児
童
は
１
月
の

締
め
切
り
で
定
員
の
２
倍
以
上

と
な
り
、特
に
倍
率
が
高
い
の
は
、

２
歳
児
で
５・５
倍
、
１
歳
児
で

３・８
倍
と
な
り
ま
し
た
。子
育

て
世
代
に
と
っ
て
保
育
園
に
入

園
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、仕

特養ホ―ム建設は待ったなし

　１月末日に締め切られた特養ホー
ムの申込者は365人。私たちは一人
暮らし高齢者や、老々介護の深刻
な実態を示し建設をつよく迫りまし
た。
　１年間に入所できた人は昨年度
で151人です。
　党議員団は、区民の深刻な実態
を踏まえ、特養ホームの入所を希望

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

実
施
を
求
め
る

区民のいのちとくらし、守るために
く
ら
し
を
脅
か
す

消
費
税
増
税
に
反
対
を

　

公
立
の
保
育
園
や
児
童
館
な
ど
で
は
、
障
が
い

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
保
育

園
で
実
施
し
、
必
要
な
職
員
を
配
置
し
、
必
要
な

施
設
の
整
備
に
つ
と
め
る
」
と
要
綱
で
決
め
、
障

が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
保
育
や
放
課

後
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

入
園
申
し
込
み
を
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
、
「
暫

定
の
保
育
室
は
職
員
の
加
配
が
で
き
な
い
の
で
、

他
の
園
を
希
望
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
と
の

相
談
を
受
け
、
早
速
本
会
議
で
取
り
上
げ
ま
し

　

首
都
圏
直
下
の
地
震
を
調
べ
て
き
た
文
部
科
学

省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
東
京
湾
北
部
で
Ｍ

７
級
の
地
震
が
起
き
た
場
合
の
揺
れ
を
予
測
し
た
新

し
い
震
度
分
布
図
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

東
京
湾
沿
岸
と
神
奈
川
県
の
一
部
が
震
度
７
で
、

東
京
23
区
の
ほ
と
ん
ど
が
６
強
以
上
の
揺
れ
と
な
り

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
電
力
が
約
８
日
、
上
水
道
24
〜

27
日
、
下
水
道
19
〜
28
日
の
見
込
み
と
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
中
央
防
災
会
議
の
想
定
に
な
か
っ
た
も

の
で
、
防
災
対
策
の
強
化
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
所
の
学
校
に
夜
間
・
休
日
も
人
の
配
置
を
。

災
害
時
に
正
確
な
情
報
の
提
供
。
避
難
所
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
増
設
や
簡
易
ベ
ッ
ト
の
拡
充
。
津

波
避
難
ビ
ル
の
協
定
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
対

応
キ
ッ
ト
の
支
給
。
白
金
２
丁
目
の
旧
都
職
員
住
宅

跡
地
を
防
災
公
園
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
区
長
に

求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
防
災
ラ
ジ
オ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
区
有
施
設
の
新
築

や
改
築
に
合
わ
せ
て
増
設
す
る
。
津
波
避
難
ビ
ル
は

都
・
区
の
津
波
調
査
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

建
物
規
模
に
よ
る
選
別
な
ど

準
備
に
努
め
る
。
旧
都
職
員

住
宅
跡
地
は
「
都
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
」
と
住
民
の

安
全
を
求
め
る
要
望
に
消
極

的
な
答
弁
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
対
策
の

強
化
を
急
げ

た
。

　

区
長
は
、
「
暫
定
保
育
室
や
放
課
Ｇ
Ｏ
↓
ク
ラ

ブ
等
で
の
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

関
係
す
る
要
綱
を
４
月
か
ら
整
備
し
て
対
応
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
ど
の

子
も
安
心
し
て
、
す
べ

て
の
保
育
園
や
放
課
Ｇ

Ｏ
等
で
保
育
や
放
課
後

支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

す
。

　

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

こ
の
23
年
間
で
消
費
税
の
税
収
は

2
3
8
兆
円
、
同
じ
23
年
間
で
、

法
人
税
減
税
は
2
2
3
兆
円
。
結

局
、
消
費
税
は
社
会
保
障
の
た
め

で
な
く
、
大
企
業
の
減
税
分
の
穴

う
め
に
使
わ
れ
た
の
で
す
。

　

政
府
の「
消
費
税
増
税
」の
説

明
で
は
、消
費
税
を
５
％
あ
げ
る

と
13
・
5
兆
円
の
増
収
、
う
ち
社

会
保
障
の
充
実
に
当
て
る
の
は
、

2
・
7
兆
円
と
わ
ず
か
１
％
分
で

す
。

　

年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
、
支

給
年
齢
の
引
き
上
げ
、
医
療
費
の

負
担
増
、
介
護
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
料
の
引
き
上
げ
等
々
、
消

費
税
分
を
上
ま
わ
る
削
減
の
社
会

保
障
大
改
悪
で
す
。

　
「
区
民
の
命
と
、
く
ら
し
、
生

活
を
守
る
立
場
か
ら
、
消
費
税
の

10
％
引
き
上
げ
に
反
対
を
表
明
す

べ
き
」
と
の
質
問
に
対
し
、
区
長

は
「
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
ヒ
ド
イ
答
弁
で
し
た
。

している人たちが、何年待っても入
れないという状況をなくすために
も、建設計画を持つべきと、繰り返
し質問してきました。
　ところが「特養のベッド数整備率
が23区で一番」として、今後の建
設計画を立てようとしません。
　区民の実態を考えれば、特養
ホームの建設は急ぐべきです。

事
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
の

深
刻
な
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

区
長
の
公
約
で
も
あ
る「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」を
実
現
す
る
た
め

に
も
早
急
に
認
可
保
育
園
、緊

急
暫
定
保
育
室
を
増
や
す
べ
き

と
質
問
し
ま
し
た
。区
長
は
、今

後
の
定
員
拡
大
計
画
を
述
べ
た

も
の
の
、待
機
児
童
解
消
に
至
る

見
通
し
を
示
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
予
算
特
別
委
員
会
で
、

ど
う
解
消
す
る
の
か
明
確
な
計

画
を
示
す
よ
う
強
く
迫
り
ま
し

た
が
同
じ
答
弁
の
繰
り
返
し
で

区
民
の
悲
痛
な
叫
び
に
こ
た
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

地
元
業
者
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
発
注
し
た
住
民
に
、
費
用
の

一
定
割
合
を
助
成
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
助
成
を

受
け
た
住
民
が
喜
ぶ
だ
け
で
な

く
、
地
元
事
業
者
も
仕
事
が
入

っ
て
喜
び
地
域
活
性
化
に
な
り

ま
す
。
す
で
に
昨
年
８
月
末
現

在
で
４
県
と
3
9
6
市
区
町
村

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
の
中

小
事
業
者
か
ら
も
仕
事
が
な
く

制
度
の
実
施
を
求
め
る
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

実
施
を
迫
り
ま
し
た
が
、
区
長

は
「
災
害
、
高
齢
者
、
環
境
な
ど

の
住
宅
支
援
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
建
築

関
係
事
業
者
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
主
な
目
的
と
す
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
の
冷
た
い
答
弁
の
繰
り
返
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

田
町
ル
ー
ト
は
60

分
間
隔
、
品
川
ル
ー

ト
は
30
分
間
隔
（
朝

の
通
勤
・
通
学
時
間

帯
の
２
時
間
は
15
分

間
隔
）
で
運
行
、
料

金
は
大
人
２
０
０
円
、
子
供
１
０
０
円
で
す
。
ち
ぃ
ば

す
無
料
乗
車
券
で
乗
車
で
き
ま
す
。

　

運
行
実
現
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
ち
ぃ
ば
す

の
１
０
０
円
と
比
べ
２
０
０
円
の
運
賃
、
運
行
間
隔

等
改
善
が
必
要
で
す
。
今
後
も
要
求
し
て
い
き
ま

す
。
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困
っ
た
と
き
は

す
ぐ
相
談
を
。

４
名
の
区
議
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

毎
月
な
ん
で
も
相
談
会

（
無
料
）
開
い
て
い
ま
す 熊田　ちづ子

☎（3583）1402
風見　利男

☎（3400）5015
沖島　えみ子
☎（3443）4517

大滝　実
☎（3457）1525

（2012年港区議会第1回定例会レポート）

区民要望が区政を変え、放射能対策が前進区民要望が区政を変え、放射能対策が前進
給食・牛乳・水道水の検出限界値を引き下げる

区
民
の
声
に
放
射
能
対
策
が
前
進

　

２
０
１
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
均
等
割
が

３
９
、
９
０
０
円
か
ら
４
０
、
２
０
０
円
に
、
所
得
割

が
８
・
０
９
％
か
ら
８
・
５
１
％
に
引
上
げ
ら
れ
、
す

べ
て
の
国
保
加
入
者
が
負
担
増
に
な
り
ま
す
。
長
引
く

不
況
で
仕
事
は
な
く
、
若
者
の
多
く
は
ア
ル
バ
イ
ト
や

派
遣
労
働
者
、
商
店
も
売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
な
ど
、

悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
11
年
連
続
の
保

険
料
引
き
上
げ
で
す
。
今
で
も
３
０
・
８
７
％
の
世
帯

が
滞
納
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
保
険
料
が
上
が
れ
ば
ま

す
ま
す
払
え
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
国
の
負

担
を
減
ら
し
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
す
。
10
年
間
で

９
・
１
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
料
軽
減
の

た
め
に
国
庫
負
担
を
増
や
す
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

中
学
校
の
柔
道
は

安
全
を
最
優
先
に

区長の姿勢・議会での答弁

　

保
育
園
や
学
校
の
保
護
者
か
ら
、
給

食
の
検
出
限
界
値
を
下
げ
る
こ
と
や
、

除
染
基
準
の
引
き
下
げ
な
ど
７
項
目
の

取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
「
放
射
能
・

放
射
線
か
ら
子
ど
も
と
命
と
健
康
を
守

る
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
の
実
施
に
つ
い

て
の
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
で
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
請
願
の
紹
介
議
員

は
共
産
党
全
員
（
４
名
）
と
他
は
各
会
派

１
名
の
９
名
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
請
願
審
議
の
中
で
、
党
議
員
の
発

言
な
ど
を
通
じ
て
、
請
願
の
内
容
が
多

く
の
区
民
の
声
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
理

に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
区
民
の
強
い
要
求
が
全

て
の
会
派
を
動
か
し
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
採
択
を
受
け
、
党
議
員
団
は
総

括
質
問
で
重
ね
て
「
給
食
の
放
射
能
検

査
の
検
出
限
界
値
の
引
き
下
げ
と
数
値

の
公
表
」
を
求
め
ま
し
た
。
本
会
議
で
区

長
は
「
検
出
限
界
値
は
国
基
準
よ
り
低

い
の
で
適
切
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、

総
括
質
問
に
は
「
子
ど
も
の
健
康
を
心

配
す
る
保
護
者
の
声
や
社
会
動
向
を
踏

ま
え
て
適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

区
は
「
未
だ
な
お
、
区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
子
ど
も
の
健
康
を
心
配
す
る
声
な
ど

が
区
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
不

安
解
消
を
目
的
に
対
応
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

「国に原発撤退の要請は考えていない」
「消費税の引上げに反対を表明することは考えてい
ない」
保育園の待機児童解消を方針にするも、保育園に入
れない子が1,138名
特養ホームの今後の建設計画は無し
8年間の任期中に森ビルなどへの再開発補助金124
億円支出

区政の転換をめざします区政の転換をめざします
①原発依存をやめ自然エネルギーへの転換を
区が原発ゼロ社会へ向け先頭に

②消費税の大増税に反対し、国に増税中止を求める
大増税は、暮らしも、経済も、財政もダメにします

③3つのゼロの実現へ本格的努力を
保育園の待機児童ゼロ、特養ホームの待機者ゼロ、75歳
以上の医療費ゼロ

④大規模開発にハドメを
森ビルなどへの再開発補助金の中止、高さ制限の設定が
必要です

○
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
公
園
等

で
対
象
施
設
を
拡
大
し
て
放
射
線
量

を
測
定
す
る
。

○
給
食
・
牛
乳
の
放
射
能
測
定
は
検
出

限
界
値
を
下
げ
た
上
で
行
い
公
表
す

る
。

○
区
有
施
設
や
道
路
、
公
園
な
ど
に
お

け
る
新
築
、
改
築
、
解
体
工
事
の
際
、

放
射
線
量
を
測
定
、公
表
す
る
。

○
水
道
水
の
放
射
能
測
定
を
検
査
限
界

値
を
引
き
下
げ
実
施
し
公
表
す
る
。

流
通
食
品
等
の
監
視
体
制
を
構
築
す

る
。

 

な
ど
、７
項
目
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
を
発
表
、
党
区
議
団
の
提
案
と
住
民

の
み
な
さ
ん
の
運
動
の
成
果
で
す
。

予算修正案
暮らし・福祉の充実のために

　４名の党区議団は、区長が提案した２０１２年度
修正案を提出しました。修正の主なものは次の通り
です。

＊在宅介護サービス利用料の利用者負担を
３％に

＊75歳以上の高齢者の医療費をゼロに
＊保育料の軽減（渋谷区で実施の内容とほぼ
同一）

　修正案の提出にあたり、すべての会派に共同提
案をお願いしましたが、残念ながら共同提案者は
ありませんでした。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
金
総
額  

２
６
０
万
円

支
援
物
資
提
供 

２
２
４
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

延
べ
63
名

　
　
　
　
〈
第
一
次
〜
第
八
次
ま
で
〉

なわとび、ぬり絵が大好評。その場で
「二重とびができるよ」などと元気にな
わとびも始まります。

救
援
物
資
と
支
援
募
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
期
に
大
門
の
修
繕
を

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択

国
保
料
値
上
げ
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

共
産
党
は
反
対

武
道
の
必
修
化

実
効
あ
る

孤
立
死
対
策
の
確
立
を

　

福
島
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
原

発
と
人
間
社
会
は
共
存
で
き
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。党
区
議

団
は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の

構
築
の
た
め
に
も
、経
費
の
節
減
の
た

め
に
も
区
有
施
設
の
電
力
を
、
東
電

か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｓ（
特
定
規
模
電
気
事
業

者
）に
切
り
換
え
る
よ
う
何
度
も
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
委
員
会
で
、
港
区
で
も
５
つ

の
小
中
学
校
で
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）と
契
約
し
、
経
費
の
削
減

効
果
も
あ
る
こ
と
を
示
し
、全
て
の
施

設
を
対
象
に
早
急
に
Ｐ
Ｐ
Ｓ
へ
の
切

り
替
え
を
求
め
ま
し
た
。
区
長
の
答

弁
は「
検
討
す
る
」と
消
極
的
で
す
。

PPS電力に切り替えを
原発に依存しない社会構築と経費削減のため

「
放
射
能
か
ら
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
れ
」

「
放
射
能
か
ら
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
れ
」

　

今
年
度
か
ら
中
学
校
で
は
武
道

が
必
修
化
と
な
り
ま
す
。
相
撲
、

柔
道
、
剣
道
か
ら
学
校
ご
と
に
選

択
し
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
か
ら

学
校
が
決
め
ま
す
が
、
昨
年
度
は

10
中
学
校
の
う
ち
７
校
が
柔
道
を

選
び
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
柔
道
に
よ
る
死
亡

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
柔
道
の
経
験
の
な

い
体
育
教
師
が
、
生
徒
を
教
え
る

に
は
ム
リ
が
あ
り
、
安
全
第
一
か
ら
、

専
門
家
の
協
力
を
得
る
よ
う
提
案

し
て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
も

党
区
議
団
の
提
案
を
受
止
め
、
昨

年
度
は
港
区
柔
道
会
の
協
力
で
外

部
指
導
員
を
招
い
て
柔
道
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

予
算
委
員
会
で
は
さ
ら
に
、

①
禁
止
す
る
技
や
守
る
べ
き
基
準

な
ど
を
決
め
る
。
②
外
部
指
導
員

と
交
流
や
意
見
を
だ
し
あ
い
、
指

導
の
手
引
き
を
つ
く
る
。
③
柔
道

着
購
入
費
用
は
、
国
に
予
算
要
求

す
る
こ
と
。
教
育
委
員
会
で
備
品

と
し
て
揃
え
る
か
、
購
入
費
を
助

成
す
る
こ
と
。
な
ど
提
案
し
ま
し

た
。
区
長
は
「
柔
道
着
購
入
費
用

に
つ
い
て
、
国
に
は
要
求
し
な
い
」

「
各
自
負
担
で
用
意
を
」
と
保
護

者
へ
の
助
成
は
拒
否
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
や
港
区
の
関
係
部
署
で
の
調
整
を
行
い
、
地

元
の
意
向
も
踏
ま
え
て
保
存
、
修
復
に
当
た
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た

　

１
月
に
札
幌
市
で
姉
妹
の
孤
立

死
が
あ
り
、
２
月
に
は
さ
い
た
ま
市

で
の
親
子
３
人
の
餓
死
、
立
川
市
の

母
子
死
亡
、
そ
の
後
も
次
々
と
痛

ま
し
い
孤
立
死
の
報
道
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
生
活
困
窮
者

が
電
気
や
ガ
ス
料
金
の
滞
納
に
よ

り
供
給
を
停
止
さ
れ
、
熱
中
症
や

凍
死
、
餓
死
な
ど
で
発
見
さ
れ
る

た
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
行

政
の
連
携
を
強
化
す
る
国
の
通
達

が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
効
果
を

上
げ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
区

内
で
も
こ
の
３
年
間
で
死
亡
当
日

発
見
も
含
め
54
件
の
孤
立
死
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
実
効
あ
る
対
策

を
立
て
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

区
は
「
一
層
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各

社
と
の
連
携
強
化
」
「
民
生
委
員

や
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
等
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
安
否
、
健
康

状
態
の
確
認
を
行
い
支
援
す
る
」

と
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
の
対

応
に
留
ま
り
ま
し
た
。

原発・消費税 区長の姿勢が問われます


